
日日本本現現代代中中国国学学会会第第 6600 回回全全国国学学術術大大会会ののごご案案内内  
 

会員各位 

 

 拝啓、時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、下記の要領にて、中央大学において今年度の全国学術大会を開催いた

しますので、ご案内申し上げます。 

昨年は中華人民共和国の建国 60 周年でしたが、今年は本学会にとっても 60

回目の全国大会となりました。この間の中国の変化と発展はめざましいものが

あり、このグローバルに発展する大国中国を総体的にどうとらえるかは、私た

ち中国研究者にとって重要な課題であるといえるでしょう。 

そこで、10 月 16 日(土)午後には＜「超大国」中国の光と影＞を共通論題に

経済、政治、歴史、思想各分野からの報告と討論を行います。翌 17 日(日)は、

中国の改革と日本（清華大学と共催）、ジェンダー、非正規雇用に関する３つの

分科会を開催し、また若手会員を中心とした自由論題報告を６会場で行います。 

中央大学多摩キャンパスは、東京西郊の多摩丘陵に白亜の建物が広がる緑豊

かなキャンパスです。朝夕は西方、丹沢山地の向こうに富士山がよく見えます。 

大会実行委員一同、みなさまの積極的なご参加を得て、充実した討論と懇談

の機会となりますことを心から願っております。 

 

記 

日 時  2010 年 10 月 16 日 (土)・17 日 (日) 

会 場  中央大学多摩キャンパス 

交 通  多摩都市モノレール「中央大学・明星大学」駅下車 

詳細はプログラム末尾の交通案内をご覧下さい。 

資料代  1000 円 

 

中央大学 大会実行委員会        

委員長 斎藤道彦  委員 飯塚 容、子安加余子

酒井正三郎、深町英夫、李廷江、土田哲夫 

事務局 東京都八王子市東中野 742-1     

 中央大学経済学部 土田研究室気付   

     042-674-3393;genchu2010chuo@gmail.com 

 

＊ご出欠は同封の返信用はがきにご記入の上、9 月 2７日（月）までにご投函

下さい。あわせて同封の振替用紙にて、学会費、大会諸経費を 10 月 1 日(金)

までにお支払いください。ご協力に感謝致します。 

＊その他注意事項につきましては、本プログラム５ページをご覧下さい。 



プログラム 

 

1100 月月 1166 日日（（土土））        会会場場：：中中央央大大学学多多摩摩キキャャンンパパスス８８号号館館（（理理事事会会１１号号館館））    

 

9:30～    理事会受付           

10:00～12:00 理事会（2008～10 年度）   会場：１号館 1410 会議室  

12:00～12:50 理事会（2010～12 年度）   ※昼食を用意します 

 

12:30～   大会受付           於８号館 8201 教室入口 

 

13:00～17:00 共通論題            会場：8201 教室 

 

テーマ：「超大国」中国の光と影 

座 長  斎藤道彦（中央大学） 

報 告  丸川知雄（東京大学） 「中国経済の「影」からさす「光」」 

青山瑠妙（早稲田大学）「中国のアジア一体化戦略」 

  川島 真（東京大学） 「民国外交にとっての一つの負荷 

─「本来のあるべき姿」と「国際的地位の向上」」 

     中村元哉（津田塾大学）「現代中国の世界認識─憲政論の視角から─」 

問題提起 厳善平（桃山学院大学）、西村成雄（放送大学）、砂山幸雄（愛知大学） 

 

17:00～17:50 総 会             会場： 8201 教室（同上） 

 

18:00～20:00 懇親会          会場：ヒルトップ’78 食堂 2 階ホール 

 

1100 月月 1177 日日（（日日））                  会会場場：：中中央央大大学学多多摩摩キキャャンンパパスス７７号号館館      

 

9:30～     受 付                 於７号館２階ホール 

10:00～12:30 午前の部： 

特別分科会（清華大学日本研究センターと共催）     会場：7204 教室（２階） 

テーマ： 中国社会の改革と日本  

座長・趣旨説明：李廷江（中央大学） 

報 告１：尚小明（北京大学） 「民国時期中国の大学の日本史教育」  

報 告２：晏 妮（明治学院大学・研究員）「日本映画と 1950 年代の中国」 

報 告３：陳増平（清華大学） 「中国の布問題解決と日本─70 年代を中心に」 

コメント：李暁東（島根県立大学）、榎本泰子（中央大学）、辻 美代（流通経済大学） 

＊報告の一部は中国語。討論には通訳が付きます。 



分科会１                      会場：7203 教室（２階） 

テーマ： 現代中国のジェンダー問題 

座長・問題提起：小浜正子（日本大学） 

報 告１：秋山洋子（駿河台大学）「現代中国における〈女性主義〉の系譜」 

報 告２：大橋史恵（日本学術振興会特別研究員） 

     「市場経済化のなかの中華全国婦女連合会─「三優工程」を中心に」 

報 告３：澤田ゆかり（東京外国語大学）「現代中国のジェンダーと社会保障」 

コメント：坂元ひろ子（一橋大学） 

 

分科会２                      会場：7205 教室（２階） 

テーマ： 現代中国の非正規雇用と労使紛争 

座 長：高見澤磨（東京大学） 趣旨説明：石井知章（明治大学） 

報 告１：石井知章（明治大学）「「工会運動」から「労働運動」への新展開──労働

の非正規化と「非正規」労働運動の胎動──」 

報 告２：阿古智子（早稲田大学）「新世代農民工が中国社会に与えるインパクト」 

報 告３：山下 昇（九州大学）「雇用の柔軟化に対する法規制─有期労働契約と労働

者派遣を中心に」 

コメント：李捷生（大阪市立大学） 

 

自由論題Ａ（政治・社会）               会場：7410 教室（4 階） 

座 長：深町英夫（中央大学） 

A-1 杜崎群傑（中央大学・院） 

「中華人民共和国成立前夜華北臨時人民代表大会の研究」 

A-2 馮偉強（愛知大学・院） 

「国際出稼ぎ労働者の体験─中国人研修生・技能実習生を事例として—」 

コメント：田中 仁（大阪大学） 

 

12:30～13:30 昼 食            於 ヒルトップ’78 生協食堂１階  

 

13:30～17:00 午後の部：自由論題  

 

自由論題 B（文学・思想）                会場：7203 教室（２階） 

座 長：飯塚 容（中央大学）   

B-1 土田 正（一橋大学・院）「清末における世界の認識と認識の世界─徐継畬らを

中心に─」 

B-2 中野 徹（北海道大学・院） 

「革命歴史故事の生成と受容─劉知侠「鉄道隊」から『鉄道遊撃隊』へ」 

B-３ 近藤光雄（一橋大学・院）「一九五八年前後の「巴金批判」をめぐって」 



B-４ 遠藤佳代子（中央大学・院）「馬原の作品における語りの技巧と語り手の認識」 

コメント：陳正醍（中央大学）、牧 陽一（埼玉大学）、河村昌子（明海大学） 

関根 謙（慶応義塾大学） 

 

自由論題Ｃ（経済１）                    会場：7205 教室（２階） 

座 長：梶谷 懐（神戸大学）  

C-1 劉 洋（京都大学・院）「中国都市部労働市場におけるマッチング関数と構造失

業—サーチモデルに基づく分析」 

C-2 土屋貴裕（防衛大学校・院・特別研究員） 

「中国の国防支出と経済成長の因果性分析—2 変量 VAR モデルによる実証研究—」 

C-3 呉暁林（法政大学）「貴州省電力産業の発展と西電東送」 

コメント：塚本隆敏（中京大学）、安藤詩緒（明治大学・院）、谷口洋志（中央大学） 

 

自由論題Ｄ（経済２）                 会場：7410 教室（4 階） 

座 長：酒井正三郎（中央大学）  

D-1 聶海松（東京農工大学）「中国都市部と農村部における高齢者の生活と社会保障

—上海・北京・海南・湖南・内モンゴルの調査から」 

D-2 張 黎（中央大学・院） 

 「中国の社会保障制度の構築と財政制度—公的年金と医療保険を中心に─」 

D-3 王 崢（大阪経済大・院）「中国農村部における新型農村合作医療制度の実施状

況─浙江省寧海県でのアンケート調査に基づいて─」 

D-4 三田昌史（中央大学・兼任） 「日中における教育格差問題—所得格差との相関—」 

コメント：張 涛（尚絅学院大学）、座間紘一（桜美林大学） 

 

自由論題Ｅ（歴史１）                 会場：7204 教室（２階） 

座 長：味岡 徹（聖心女子大学）  

E-1 島田美和（慶應義塾大学）  

「南京国民政府期におけるアジア主義と西北開発─戴季陶と馬鶴天を中心に」 

E-2 鹿錫俊（大東文化大学）「独ソ不可侵条約をめぐる蒋介石の対応」 

コメント：家近亮子（敬愛大学） 

 

座 長：内田知行（大東文化大学）  

E-3 花井みわ（早稲田大学） 

「戦後直後延辺社会の再編過程と延辺朝鮮族エリートの対応」 

E-4 山本 真（筑波大学） 

「福建省南西部農村の生活空間と社会紐帯－その歴史的変遷に対する一考察」 

コメント：笹川裕史（埼玉大学） 

 



自由論題Ｆ（歴史２）                 会場：7408 教室（4 階） 

座 長：姫田光義（中央大学名誉教授）   

F-1 湯原健一（愛知大学・院）  

「関東州統治初期における台湾総督府の人材「流入」－石本鏆太郎を手がかりとして－」 

F-2 堀井弘一郎（都立国際高校）「甘粛省天水に留用された人びと」 

コメント：大澤武司（熊本学園大学） 

 

座 長：松重充浩（日本大学）  

F-3 広中一成（愛知大学・院）「冀東防共自治政府の財政と阿片専売制度」 

F-4 秋田朝美（京都大学・院）「1930 年代日中経済提携の模索—中日貿易協会（日

華貿易協会）の活動を事例として—」 

コメント：光田 剛（成蹊大学） 

 

 

 

 

 

事務局からの注意事項 

 

1. キャンパスへの車両入構は制限されていますので、どうぞ公共交通をご利用下さい。 

タクシーをご利用の場合は、西門前で降りられると８号館、７号館に便利です。 

2. 10 月 16 日（土）午前には理事会を開催しますので、理事の方はぜひご参加下さい。 

理事会参加者には弁当を用意致します。 

3. 16 日（土）は学内の食堂、売店が平常通り営業しております。 

17 日（日）は、特別に生協食堂に昼食時間、営業していただくこととしました。どうぞ

ご利用下さい。 

4. 大会参加費（資料代 1000 円）、懇親会費（一般 4000 円、学生 3000 円）、学会年会

費は、同封の振り込み用紙にて 10 月 1 日(金)までにお支払いください。 

なお、学会費のみについてはそれ以降もお振込みを受け付けております。ご協力に感謝申

し上げます。 

5. 宿泊施設につきましてはご自身で適宜ご予約ください。周辺に多数のホテルがございます。

6. 中央大学構内は、指定場所以外、禁煙となっております。 

7. 当日、中央大学のスタッフは名札に大学の印をつけています。ご不明な点がありましたら、

ご遠慮なく声をおかけ下さい。 

 

 



中央大学多摩キャンパスへのアクセス 

 

    * 多摩モノレール「中央大学・明星大学駅」から徒歩 1 分 

      ※モノレールは、JR 中央線「立川駅」、京王線「高幡不動駅」「多摩動物公園駅」、 

小田急線・京王線「多摩センター駅」に接続しています。 

    * 京王線「多摩動物公園駅」から徒歩 10 分 

  

   

 


